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部門  病害虫  対象  普及  
課題名：赤外線センサーカメラを用いたイノシシの行動把握は捕獲に役立つ  
［要約］赤外線センサーカメラの撮影により、獣類の種類や個体数、大きさ、出没時

期や時刻が映像で把握できる。また、イノシシが箱わなに対し警戒を解くのを赤外線

センサーカメラで観察しながら、餌付け、箱わなへの誘導、捕獲を繰り返し行うこと

で、効率的な捕獲を行える。  
ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ 赤外線センサーカメラ、イノシシ  

実施機関名  主  査 農林総合研究センター  暖地園芸研究所  生産環境研究室  
 協力機関 （国研）農研機構  中央農業研究センター  
実施期間  ２０１３年度～２０１５年度  

［目的及び背景］ 

イノシシによる農林作物被害は南房総地域を中心に年々増加、拡大傾向にあり、

県央・県北地域への拡大も懸念されている。イノシシ対策は、捕獲により個体数を

減らすこと（個体数管理）、防護柵等による物理的防除（被害管理）、林縁管理等の

環境整備（生息地管理）が必要とされ、県が実施する「獣害と戦う農村集落づくり

事業」を採択した地区ではこれら対策を実施している。被害が軽減されている優良

事例を解析し、有効な対策を他の被害地域や今後被害の発生が予想される地域へ提

供することは重要である。 

わな猟を行っている猟師は、獣道や掘り起こし、足跡、誘引餌の採餌などの痕跡

から獣類の行動を推定して捕獲を行っており、獣類の捕獲には経験と熟練が必要で

ある。そこで、捕獲を行おうとする初心者が、こうした捕獲に役立つ情報を得るた

めに、赤外線センサーカメラを使用してイノシシの行動を把握することで、効率的

な捕獲が可能かどうか検証する。 

 

［成果内容］ 

１ イノシシの痕跡が観察される集落周辺の林野において、ヌタ場や母親と子ども

が頻繁に写る場所など長期間出没する場所（図１Ａ、Ｂ）、マテバシイ林や孟宗竹

林など季節的に利用する場所（図１Ｃ、Ｄ）があることなどが、赤外線センサー

カメラの撮影により明らかにできる。年間の出没パターンを調査することにより、

移動に労力を要する「箱わな」は前者に、設置場所を簡単に移動できる「くくり

わな」は前者ばかりでなく、後者にも季節的に利用するなど、わなの選択が容易

にでき、設置場所の選定も効果的に行える。 

２ 出没時間は夕方～明け方の夜間が中心であるが（図１）、幼獣と母親が一緒に出

没する（寝屋近くと思われる）スギ林（Ｂ）や、人間が立ち入る竹林（Ｄ）など



の場所では昼間の出没は少ない、あるいはほとんどない。谷津奥に位置するヌタ

場（Ａ）やマテバシイ林（Ｃ）など人間があまり近づかない場所では昼間でも頻

繁に出没する傾向が認められる。 

３ イノシシの群れが年間出没する中山間地区（図２）に設置された箱わな及びそ

の周辺を赤外線センサーカメラで撮影して、イノシシが箱わなに対し警戒を解く

のを観察しながら「餌付け」、「箱わなへの誘導」、「捕獲」を繰り返し行うことに

より、同一の場所で効率的に捕獲を行うことができる（表１）。また、群れの一部

が箱わなで捕獲されても、他の個体はその場所を避けるような行動は観察されず、

群れで頻繁に出没を繰り返し、誘引餌を食べる行動が確認できた。 

 

［留意事項］ 

１ 獣類が赤外線センサーカメラに目を向けるような動作が多少あるが、警戒行動

や忌避行動は認められないため、野生動物撮影に広く用いられている。 

２ 赤外線センサーカメラは、センサーが動物などの温度変化を感知して静止画ま

たは動画撮影する。通常、感知範囲は距離約 10～15ｍ、撮影角度 45～55°の範囲

を撮影し、データは SD カード（2～32GB）に保存される。電源は乾電池式のもの

が多い。価格は 2 万～７万円である。 

３ イノシシの出没パターンは周辺の植生や餌の量などで変わると思われるので、

それぞれの地域で赤外線センサーカメラにより出没パターンを確認する。 

 

［普及対象地域］ 

 県内全域  
 

［行政上の措置］  

 

［普及状況］ 

 

［成果の概要］ 

 

 

（次ページに続く） 
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図１ 中山間地区（鋸南町横根）の環境の異なる場所において赤外線センサーカメラ

で撮影された映像から集計したイノシシの出没する季節(左)及び出没時刻(右) 

 

 

 

図２  捕獲実証を行った南房総市三芳地区に  
おけるイノシシの月別捕獲頭数の推移  
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表１ 赤外線センサーカメラを利用したイノシシの捕獲（平成 27 年度）  

 

 



［発表及び関連文献］ 

 平成28年度試験研究成果発表会（野菜部門Ⅰ） 

 

［その他］  

イノシシ被害急増対策事業（平成25～ 27年度）  


